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久米島町の人口・世帯数（2022年3月末現在）（2022年3月末現在）

男 3,957人 女 3,493人

計 7,456人 3,947世帯
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議会の
うごき
議会の
うごき ■令和４年２月 ■■■■■

  3日・議会運営委員会
　　 ・全員協議会
　　 ・臨時議会

  7日・広報委員会
10日・建設経済委員会（現場調査）
17日・沖縄県町村議会議長会定期総会に議長

出席
18日・沖縄県離島振興市町村議長会定期総会

に議長出席
　　 ・全員協議会
22日・議会活性化委員会
24日・広報委員会視察研修
25日・沖縄県市町村議会議員・職員研修会
28日・全員協議会現場調査
　　 ・議会運営委員会

■令和４年３月 ■■■■■
  2日・離島留学生卒業報告会に議長出席
  4日・広報委員会
  7日～10日
　　 ・３月定例会（一般質問）
　　 ・全員協議会

11日・予算審査特別委員会
14日・予算審査特別委員会
17日・大田昌秀顕彰事業役員会に議長出席
18日・建設経済委員会
23日・高速船導入検討委員会建設経済正副委

員長出席
　　 ・JTA山城支店長表敬議長対応
24日・３月定例会（議案審議・閉会）
　　 ・全員協議会

■令和４年４月  ■■■■■
  6日・じんぶん館入寮式・交流会に議長出席
20日・全員協議会
21日・南部離島町村長議長連絡協議会決算監

査に議長出席
      ・ 南部離島町村長議長連絡協議会役員

会、定例会に議長出席
22日・沖縄振興拡大会議に議長出席
26日・臨時議会

表紙の写真募集します表紙の写真募集します
議会だよりを町民により身近な
広報誌とするため、表紙の写真を
募集します。

議会だよりを町民により身近な
広報誌とするため、表紙の写真を
募集します。

 町民の皆さんの顔（人物写真） 町民の皆さんの顔（人物写真）今年のテーマは今年のテーマは です。です。

 詳しくは議会事務局まで 詳しくは議会事務局まで

イベント、自治体や学校行事などの写真をお寄せ下さい。
※必ず本人の承諾を得て下さい。
※謝礼はございません。　　　　　　　　 

募集
内容
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　予算審査は議長を除く 13 人の委員で構成された特別委員会を設置し、3 月 1１日・14 日の 2 日間
にわたって審議しました。主な審議内容を報告します。
■一般会計
町税　
　前年度と比較すると、2 千７３１万６千円の増で 6 億８千４０５万９千円の計上となっている。新型コロナ感染症の
影響は限定的と予想しているが、町たばこ税の落ち込みを想定した額となっており、法人税については、過去 3 年の
徴収実績を平均した見込み額で、4３８万２千円増の予算となっている。
地方交付税　
　対前年度比６千８８６万４千円増となり、３２億２９９万７千円で普通交付税が２８億５千万円、特別交付税が３億５
千２９９万７千円で、対前年度比６千８８６万４千円増となっている。
　普通交付税が増額となっている要因は、前年度から基準財政需要額に新たな項目デジタル推進費が追加されたこと
に伴うものとなってる。
国庫支出金　
　対前年度比、４億９７１万８千円増の１２億５千１９万４千円を計上しており、「新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金」に充当する補助金で、対前年度比１億２千１１７万１千円の増、防衛施設周辺民生安定施設整備事
業費で対前年度比４億２千５９５万円増額の予算が主な要因となっている。
県支出金　
　対前年度比６千６５３万１千円増の、１１億５千８２２万２千円で、農林水産費県補助金が対前年度比１億３千３５１
万４千円の増となっている。
町債　
　対前年度比７千７２０万円増の、５億９千３０万円で、主に「ごみ処理施設（焼却施設）整備事業」及び「学校施
設耐震化事業」が主な要因となっている。

■国民健康保険特別会計
一般被保険者国民健康保険税　
　令和４年度歳入歳出の予算総額は、１０億６９５万４千円で、対前年度比、３千３９７万７千円の減額になっている。
　一般被保険者療養費は、治療装具やあんま、マッサージ、はり、きゅうの費用となりますが、令和２年度の実績で２１１件、
令和３年度で２２０件を見込んでいる。

■後期高齢者医療特別会計
後期高齢者医療保険料
　令和４年度歳入歳出の予算総額は､８千１０９万７千円で､対前年度比､３４７万円で減額となっている。

■水道事業特別会計
　令和４年度の給水戸数は、３,９０４戸で、年間給水量は８３万９６２立方メートルの予定となっている。
　収入の水道事業収益は、２億２千２１２万７千円を計上している。
　支出の水道事業費用は２億２千１７万６千円を計上、主に委託料、人件費、動力費等である。

■下水道事業特別会計
　令和４年度歳入歳出の予算総額は、２億７千９６２万１千円で、対前年度４千９３１万２千円の増額となっている。
　沖縄振興公共投資交付金事業を活用し、銭田地区の下水道管渠工事及び現場技術業務委託、並びにストックマネジメント
計画策定業務委託を予定している。

●一般会計 ■令和 4年度　■令和 3年度

81億2,943万円
10億695万円
8,109万円

2億7,962万円
2億8,872万円
97億8,583万円

9.5%増加
- 3.3%減少
- 4.1%減少
21.4%増加
4.3%増加
8.0%増加

歳出・目的別年度比較（千円以下切り捨て）

令和 4 年度
予算総額

97億8,583万円

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
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下水道事業特別会計
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合 　 　 計
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　今年の歳出の内訳を見ると、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業を計上している経費
（総務費）が 25.2％と割合が高く、次に、農林水産業の振興に係る経費（農林水産業費）が 12.4％と続いて
います。次に、教育及び学校施設に係る経費 ( 教育費 ) が 11.2％、借金の返済である公債費が 8.3% となっ
ており、全体の約 57.1％を占めています。
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●一般会計 ■令和 4年度　■令和 3年度 歳入・当初予算年度比較（千円以下切り捨て）
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　収入総額に占める地方交付税の割合が 39.4％を占めており、また、国や県から使い道を指定されて交付さ
れる国庫・県支出金の割合が29.6％となっています。国や県から配分、支出される財源に大きく依存してい
ることがうかがえます。また、大型建設事業等に充てられる町債の借入が増大となるため今後厳しい行財政
運営が求められます。一方、町民の皆様に納めていただく町税 8.4％、財産収入や使用料、手数料などの諸
収入が6.8％となっており自主財源が非常に乏しい状況となっています。
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去年と
比べると 一般会計当初予算81億2,943万円を可決

令和 4年度一般会計予算
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15億3,514万円
15億2,774万円
15億3,514万円

6億6,305万円
　4億9,950万円       

6億6,305万円
　4億9,950万円       

10億841万円
8億5,771万円     
10億841万円

8億5,771万円     
5億7,416万円
　5億7,979万円
5億7,416万円
　5億7,979万円

9億975万円
7億2,061万円     

9億975万円
7億2,061万円     

4億199万円
3億3,630万円
4億199万円
3億3,630万円

6億7,171万円
　6億7,100万円
6億7,171万円
　6億7,100万円

3億1,997万円
　2億2,759万円
3億1,997万円
　2億2,759万円

̐


ࢧ
ग़
の
ಛ


　収入総額に占める地方交付税の割合が 39.4％を占めており、また、国や県から使い道を指定されて交付さ
れる国庫・県支出金の割合が29.6％となっています。国や県から配分、支出される財源に大きく依存してい
ることがうかがえます。また、大型建設事業等に充てられる町債の借入が増大となるため今後厳しい行財政
運営が求められます。一方、町民の皆様に納めていただく町税 8.4％、財産収入や使用料、手数料などの諸
収入が6.8％となっており自主財源が非常に乏しい状況となっています。

̐
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去年と
比べると

令和 4年度一般会計予算



くめじま議会だより No.80　2022（令和4）年6月1日

　令和４年３月（第２回）定例会は、３月７日から２４日の
１８日間の日程で行われ、
　令和４年度の予算をはじめ議案１９件、報告１件、陳
情４件、意見書１件、決議１件を審議した。１２人が登
壇し一般質問が行われた。

  令和３年度補正予算　　 
●一般会計補正予算（第９号）　
　９３億３，５６２万円（２億９３８万円減）

●一般会計補正予算（第１０号）
　９３億５，００７万円（１，４４５万円増）

●国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　１０億４，３４３万円（１，３６９万円減）　

●下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　２億３，４０８万円　

 令和 4 年度予算　　　　
●一般会計予算　　　　　　　　　　　　
●国民健康保険特別会計予算　　　　　　　　　　
●後期高齢者医療特別会計予算　　　　　　　　　
●水道事業会計予算
●下水道事業特別会計予算　

（詳しくは２～３ページをご覧ください）　

  条例の改正　　     　　  
●久米島町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

　　全世帯対応型の社会保障制度を構築するための
健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う
関係政令の整備等に関する政令の施行に伴い、未
就学児に係る国民健康保険税の被保険者均等割額
の軽減措置の見直し等を行うため、久米島町国民
健康保険税条例の一部を改正する必要がある。

●久米島町消防団員の定員、任免、服務等に関する
条例の一部を改正する条例

　　本条例に規定されている報酬の支給要件を明確化

すること及び階級を改める必要がある。

●久米島町附属機関の設置に関する条例の一部を改
正する条例

　　バーデハウス久米島再生プロジェクトに関する民
間提案事業者を選定するため、バーデハウス久米島
再生プロジェクトに関する民間提案事業者選定委員
会を設置する必要がある。

●久米島町職員定数条例の一部を改正する条例　　
　　議会事務局の職員を増員するため、久米島町職員
定数条例の一部を改正する必要がある。

●久米島町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例　　
　バーデハウス久米島再生プロジェクトに関する民
間提案事業選定委員会の設置にあたり、委員の報
酬及び費用弁償の額及び支給方法について、条例
で定める必要がある。

●久米島町立幼稚園の預かり保育に関する条例の一
部を改正する条例

　　久米島町立幼稚園の預かり保育を利用する保護
者の経済的な負担を軽減するため、久米島町立幼
稚園の預かり保育に関する条例の一部を改正する必
要がある。

  一般審議　　     　　   
●久米島町辺地総合整備計画の策定について
　　久米島町辺地総合計画の策定に伴い、
議会の議決を得る必要がある。

●久米島家畜市場の指定管理者の指定につ
いて

　　久米島家畜市場の指定管理者の指定が
令和４年３月３１日で終了するため、地方自
治法の規定により次のものを指定管理者に指定する
ことについて、議会の議決を得る必要がある。

　施設の名称　久米島家畜市場　
　団体の名称　沖縄県農業協同組合久米島支店
　　　　　　　代表者　支店長　仲村渠　勝
　指定の期間　令和４年４月１日から　　　　　　　
　　　　　　 令和９年３月３１日まで

●阿里ゆんたく館の指定管理者の指定につい
て　

　　阿里ゆんたく館の指定管理の期間が令和
４年３月３１日で終了するため、地方自治法の規定に
より、次のものを指定管理者に指定することについ
て、議会の議決を求めるものである。
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3 月 定 例 会

定例会・臨時会



くめじま議会だより No.80　2022（令和4）年6月1日

　施設の名称　阿里ゆんたく館
　団体の名称　沖縄県農業協同組合久米島支店
　　　　　　　代表者　支店長　仲村渠　勝
　指定の期間　令和４年４月１日から
　　　　　　　令和９年３月３１日まで

●奥武島キャンプ施設の指定管理者の指定に
ついて

　　奥武島キャンプ施設の指定管理者を指定
するため、地方自治法の規定により、次の者を指定
管理者に指定することについて、議会の議決を求め
る。

　施設の名称　奥武島キャンプ施設
　団体の名称　合同会社 PLUCK
　　　　　　　代表者　石坂　達
　指定の期間　令和４年４月１日から
　　　　　　　令和５年３月３１日まで

  専決処分　　     　　   
●令和３年第８回久米島町議会定例会で議案第３５号を
持って議決された「具志川庁舎解体工事請負契約
について」の一部変更の必要が生じたため、専決
処分する。

　　契約金額中「45,540,000 円」を「48,565,000
円」に変更する。

  議員提出　　　 
●国民の祝日「海の日」の７月２０日への固
定化を求める意見書

●ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対し、早期停戦、
撤退と平和的手段による早期停戦、撤退と平和的
手段による早期解決を求める決議

  令和３年度補正予算　　 
●一般会計補正予算（第８号）
　　９５億４，５０１万円 (２億６，０６６万円増 )

  専決処分　　　 
●子育て世帯生活支援特別給付金の支給額５万円を
１０万円に増額し、年内に支給する必要があるが、
予算執行に当たり特に緊急を要するため、議会を
招集する時間的余裕がないことが明らかであると認
め、専決処分とする。

第 1 回 臨 時 会 会期：令和 4年
　　    2 月 3日

【赤嶺 秀德　議員】
　会社概要や事業内容を事前に議会に説
明がなかった。観光のためにいいことだ
と思うが、手続き面で納得できないため
本件について反対する。

【喜久里 猛　議員】
　内容が見えない。添付書類や指定期間
が疑問。もう少し議員に説明して書類も
確認してほしいということで本件に関して
反対する。

賛一般審議討論（抜粋） 成 反 対

討 論反対討論
【吉永 浩　議員】
　PLUCK さんはしっかりとした事業をやっているというのは感じ
ている。行政にはこういう方々が事業をやっていますという議会
や地域に対して説明が足りないと思うので、説明の機会をしっか
り行ってほしいということを要望した上で私は本件に関して賛成
する。

【真栄平 建正　議員】
　久米島で起業して移住定住して支援する。これは行政の役割
でもある。その目的が合致した形での委託者だと認識し、本件
に関して賛成する。

賛成討論

議長は裁決に加わらない

賛否が分かれた議案審議結果 賛成は〇　反対は×
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奥武島キャンプ施設の指定
管理者の指定について

〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

定例会・臨時会
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　２月２８日（月）全議員で島内現場の視察を行った。焼却施設外構工事事業、宇江城城址
線道路工事事業、儀間地区排水路改修工事事業、風の帰る森プロジェクト推進事業４カ所を
視察した。工事の進捗状況や、問題点を確認した。

楽天ユニフォーム着用し、活躍願う。
　新型コロナウイルス感染症の影響で春季久米島キャンプが中止となったが、来季キャンプ
の誘致と公式戦勝利へ向け久米島からエールを送った。

宇江城城址線道路工事事業焼却施設外構工事事業

儀間地区排水路改修工事事業 風の帰る森プロジェクト推進事業

島内現場調査
  副議長の選任　　 
●副議長　棚原　哲也　議員

  委員の任命　　　 
●建設経済委員の任命について　　
　委 員 長　喜久里　　猛　議員

●議会運営委員の任命について
　委 員 長　喜久里　　猛　議員
　委　　員　棚　原　哲也　議員

●総務文教民生委員の任命について
　委　　員　東　江　浩明　議員

●広報委員の任命について
　委 員 長　棚　原　哲也　議員

●議会活性化委員の任命について
　副委員長　赤　嶺　秀德　議員
　委　　員　真栄平　建正　議員

●議員定数調査委員の任命について
　委 員 長　真栄平　建正　議員
　副委員長　富　永　　肇　議員
　委　　員　新　垣　幸子　議員

●深層水に関する調査委員の任命について
　委　　員　喜久村　　等　議員　　

第 3 回 臨 時 会 会期：令和 4年
　　    4 月 26日

副議長に選任された棚原哲也議員

久米島町議会

常任委員会

総務文教民生委員会(６名)

委員長：幸地 猛 副委員長：赤嶺 秀德

委 員：翁長 学 東江 浩明 新垣 幸子 富永 肇

建設経済委員会(６名)

委員長：喜久里 猛 副委員長：盛本 實

委 員：棚原 哲也 喜久村 等 宇江原 総清 真栄平 建正

議会運営委員会(５名)

委 員 長：喜久里 猛

副委員長：幸地 猛

委 員：盛本 實 赤嶺 秀徳

棚原 哲也

特別委員会

広報特別委員会(５名)

委員長：棚原 哲也 副委員長：赤嶺 秀德

委 員：宇江原 総清 真栄平 建正 富永 肇

議会活性化委員会(６名)

委員長：盛本 實 副委員長：赤嶺秀德

委 員：真栄平 建正 喜久村 等 東江 浩明 新垣 幸子

海洋深層水に関する調査特別員会(６名)

委員長：幸地 猛 副委員長：真栄平 建正

委 員：盛本 實 赤嶺 秀德 富永 肇 喜久村 等

議員定数調査特別委員会(７名)

委員長：真栄平 建正 副委員長：富永 肇

委 員：盛本 實 赤嶺 秀德 新垣 幸子 棚原 哲也 幸地 猛

予算審査特別委員会・決算審査特別委員会

議長を除く１２名の議員で構成

委員会構成が変わりました

定例会・臨時会
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　２月２８日（月）全議員で島内現場の視察を行った。焼却施設外構工事事業、宇江城城址
線道路工事事業、儀間地区排水路改修工事事業、風の帰る森プロジェクト推進事業４カ所を
視察した。工事の進捗状況や、問題点を確認した。

楽天ユニフォーム着用し、活躍願う。
　新型コロナウイルス感染症の影響で春季久米島キャンプが中止となったが、来季キャンプ
の誘致と公式戦勝利へ向け久米島からエールを送った。

宇江城城址線道路工事事業焼却施設外構工事事業

儀間地区排水路改修工事事業 風の帰る森プロジェクト推進事業

島内現場調査
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喜久里 猛  議員
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土
地
改
良
区
か
ら
の
要
望

箇
所
を
集
約
し
、
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
改
修
、
修

繕
が
必
要
な

農
道
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
各
方

面
か
ら
の
依

頼
や
要
望
を

年
度
毎
に
ま

と
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
緊

急
性
の
高
い

箇
所
等
を
選

定
し
対
応
し

て
い
る
。

問    　

空
き
家
解
体
後
の
補

助
は

答　

県
の
支
援
事
業
を
拡

充
し
た
形
で
実
施
す

る
予
定

問
２
月
９
日
付
の
新
聞
報
道
で
解

体
後
の
跡
利
用
に
補
助
金
を
出
す

と
あ
る
が
、
報
道
以
外
の
条
件
は

あ
る
の
か
。

答
県
の
担
当
部
署
へ
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
空
き
家
対
策
総
合
支

援
事
業
を
拡
充
し
た
形
で
実
施
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
補
助
金

交
付
の
要
件
と
し
て
空
き
家
を
除

去
し
た
跡
の
土
地
の
整
備
費
と
し

て
、
公
益
性
の
高
い
用
途
で
使
用

す
る
こ
と
、
10
年
以
上
同
一
の
用

途
で
活
用
す
る
場
合
に
限
り
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

仲地の農道

西銘テーヤバルの農道

　一般質問の音声をYouTube(外部サイト)により配信しています。
各議員のQRコードを読み取り、ぜひお聴きください。

QRコードを読み取ると、一般質問の
内容が全て聴くことができます！　

(※音声配信は１年間です。)

一
般
質
問
の
記
事
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
こ
こ
で
は
年
号
（
令
和
）
を
省
略
し
て
お
り
ま
す
。
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真栄平 建正 議員

水道技術管理者採用試験は公平といえるか問    

公募しており公平である答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

問
①
応
募
者
数
は
。
②
受
験
資
格

に
あ
る
資
格
を
有
す
る
者
と
は
。

③
資
格
を
有
す
る
者
の
実
務
経
験

は
役
場
水
道
事
業
で
の
経
験
し
か

経
験
年
数
に
換
算
さ
れ
な
い
の
で

は
。

答
①
応
募
者
は
い
な
か
っ
た
。
②

水
道
に
関
す
る
実
務
に
一
定
期
間

従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
、
又

は
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け

た
も
の
が
行
う
水
道
の
管
理
に
関

す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た

者
。
③
通
常
の
民
間
工
事
は
経
験

年
数
に
換
算
さ
れ
な
い
。

問
役
場
の
水
道
事
業
に
携
わ
ら
な

い
と
受
験
資
格
さ
え
な
い
、
特
定

の
者
し
か
受
験
で
き
な
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

答
採
用
試
験
は
公
募
し
、
公
平
性

を
保
つ
こ
と
が
大
原
則
で
あ
る
。

問
役
場
の
水
道
業
務
に
携
わ
ら
な

い
と
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
も

得
ら
れ
な
い
、
採
用
試
験
の
受
験

資
格
さ
え
な
い
、
こ
れ
が
公
平
と

い
え
る
の
か
。
特
定
の
者
し
か
受

験
資
格
が
与
え
ら
れ
な
い
、
こ
れ

は
公
平
で
は
な
い
。
今
後
、
水
道

技
術
管
理
者
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
の
か
伺
う
。

答
職
員
に
研
修
に
よ
り
資
格
取
得

さ
せ
配
属
す
る
。

問    　

バ
ー
デ
ー
ハ
ウ
ス
の

開
館
予
定
は

答　

明
確
な
時
期
は
示
せ

な
い

問
事
務
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答
公
募
条
件
、
選
定
基
準
、
選
定

方
法
等
を
４
月
上
旬
に
公
表
予
定
、

６
月
中
に
提
案
受
付
、
７
月
に
事

業
者
選
定
予
定
で
あ
る
。
開
館
予

定
は
明
確
な
時
期
は
示
せ
な
い
。

問
民
間
事
業
所
は
莫
大
な
投
資
を

す
る
、
町
も
真
剣
に
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

議
会
答
弁
で
は
選
定
委
員
会
は
役

場
職
員
で
構
成
す
る
と
の
回
答
で

あ
っ
た
が
企
業
経
営
に
素
人
の
役

場
職
員
が
選
定
で
き
る
か
、
判
断

で
き
る
か
、
専
門
家
に
よ
る
委
員

構
成
に
す
る
べ
き
と
再
考
を
求
め

て
き
た
。
選
定
委
員
会
の
委
員
構

成
は
。

答
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄

金
融
公
庫
、
公
共
Ｒ
不
動
産
、
企

画
財
政
課
長
、
町
民
代
表
計
６
名

を
予
定
し
て
い
る
。

問
専
門
的
知
識
を
有
す
る
委
員
を

主
体
に
構
成
さ
れ
安
心
し
た
。
公

正
公
平
な
審
査
で
久
米
島
町
発
展

に
資
す
る
事
業
所
が
選
定
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
。

問    　

深
層
水
取
水
管
拡
張

の
推
進
を

答　

４
年
度
に
全
体
計
画

を
策
定
し
、
事
業
採

択
に
取
り
組
む

問
取
水
量
は
ど
の
よ
う
に
決
定
す

る
か
。
そ
の
時
期
は
。

答
事
業
所
の
将
来
の
取
水
計
画
を

踏
ま
え
、
現
在
は
10
万
ト
ン
と
し

て
い
る
。
最
終
決
定
は
４
年
度
１

月
ご
ろ
を
想
定
し
て
い
る
。

問
財
源
確
保
は
ど
の
よ
う
に
す
る

か
。

答
補
助
事
業
の
活
用
、
民
間
資
金

の
活
用
等
幅
広
く
検
討
す
る
。

問
事
業
導
入
で
最
大
の
課
題
は
。

答
１
５
０
億
～
１
６
０
億
の
事
業

費
、
町
の
財
政
負
担
等
、
財
政
面

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

問
民
間
資
金
活
用
、
民
間
連
携
、

民
間
投
資
を
如
何
に
引
き
込
む
か

は
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
財
政
の

解
決
策
の
１
つ
で
あ
る
。
海
洋
深

層
水
は
久
米
島
の
さ
ら
な
る
大
き

な
産
業
に
な
り
得
る
。
し
か
し
間

違
う
と
財
政
破
綻
に
繋
が
る
、
慎

重
か
つ
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。　

一時休館となっているバーデーハウス
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問
４
年
度
の
施
政
方
針
の
中
で
、

海
洋
深
層
水
産
業
の
振
興
は
「
久

米
島
モ
デ
ル
」
実
現
に
取
り
組
む

と
あ
る
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

答
３
年
度
よ
り
海
洋
深
層
水
活
用・

漁
業
用
施
設
整
備
全
体
計
画
策
定

の
海
域
調
査
等
を
実
施
し
て
お
り
、

４
年
度
に
調
査
結
果
を
基
に
全
体

計
画
を
策
定
し
事
業
実
施
に
取
り

組
む
。

問
平
成
23
年
度
「
み
ど
り
の
分
権

改
革
推
進
事
業
」
調
査
を
導
入
し

て
い
る
が
そ
れ
と
の
違
い
は
。

答
本
町
に
お
け
る
海
洋
深
層
水
の

更
な
る
可
能
性
調
査
の
目
的
で
実

施
し
た
経
緯
が
あ
る
。

問
み
ど
り
の
分
権
改
革
推
進
事

業
」
が
「
久
米
島
モ
デ
ル
」
事
業

と
し
て
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
て
い

る
。
そ
の
調
査
報
告
で
は
、
経
済

効
果
が
80
億
円
／
年
、
雇
用
創
出

が
１
５
０
０
名
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
現
状
の
取
水
量
で
は
効
果

は
出
な
い
。
ど
れ
く
ら
い
の
取
水

量
で
あ
れ
ば
効
果
は
出
る
の
か
。

答
現
在
は
一
日
10
万
ト
ン
で
予
定

し
て
い
る
。

問
こ
の
事
業
が
こ
れ
ま
で
進
ん
で

い
な
か
っ
た
原
因
は
。

答
事
業
費
が
膨
大
で
、
県
と
の
調

整
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。　

問
町
が
事
業
主
体
と
な
り
民
間
活

用
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答
事
業
費
が
１
５
０
～
１
６
０
億

と
な
る
と
町
営
事
業
で
は
か
な
り

厳
し
い
の
で
県
営
事
業
に
向
け
て

取
り
組
む
。

問
本
町
の
現
状
の
就
業
人
口
が
約

４
０
０
０
名
、
産
業
の
経
済
効
果

が
２
０
０
～
２
３
０
億
円
。
こ
の

「
久
米
島
モ
デ
ル
」
の
実
現
に
よ
り

経
済
効
果
が
80
億
円
、
雇
用
効
果

が
１
５
０
０
名
と
な
る
と
、
本
町

が
抱
え
て
い
る
人
口
減
少
等
々
含

め
諸
々
の
問
題
解
決
の
糸
口
に
な

る
の
で
は
。

　

そ
れ
と
、
事
業
実
現
の
為
に
は

人
員
体
制
の
強
化
も
必
要
な
の
で

は
。

答
今
後
の
こ
と
に
関
し
て
は
次
期

町
長
が
方
針
を
決
め
て
や
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。

問    　

沖
縄
県
振
興
特
別
推

進
交
付
金
減
額
に
伴

う
影
響
は

答　

対
前
年
度
比
3.3
％
減

の
為
影
響
は
な
い

問
４
年
度
の
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
が
大
幅
な
減
額
が
決
定
し

た
が
、
本
町
へ
の
影
響
は
。　

答
本
町
に
お
け
る
配
分
額
は
対
前

年
度
比
3.3
％
の
減
額
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
特
に
影
響
は
な
い
。

問
町
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
。

答
各
課
か
ら
の
要
望
予
算
は
満
額

計
上
で
特
に
町
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

問    　

道
路
整
備
に
つ
い
て

答　

事
業
計
画
を
策
定
し

対
応

問
県
道
・
町
道
と
も
未
整
備
箇
所

が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の
対
策
に

つ
い
て　

答
県
道
に
つ
い
て
は
県
へ
の
整
備

要
請
。
町
道
に
お
い
て
は
整
備
計

画
を
策
定
し
て
対
応
す
る
。

問    　

公
共
施
設
の
整
備

答　

適
切
な
修
繕
の
実
施

問
去
る
12
月
に
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

の
全
国
野
球
大
会
が
仲
里
野
球
場

で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
保
護

者
か
ら
ト
イ
レ
の
整
備
要
望
が
あ

る
。
４
年
度
も
同
大
会
が
決
定
し

て
い
る
の
で
早
め
の
対
策
を
。　

答
日
常
的
な
管
理
は
怠
っ
て
い
な

い
。
今
後
施
設
の
集
約
化
も
含
め

て
対
処
す
る
。

盛本 實  議員

海洋深層水関連産業の振興を問    

令和４年度に全体計画を策定し対応答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

海洋深層水関連事業計画地域
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問
イ
ー
フ
地
区
２
ホ
テ
ル
経
営
者

替
わ
っ
て
い
る
。
協
定
は
結
ば
れ

て
い
る
か
。

答
経
営
者
が
替
わ
っ
た
後
再
度
協

定
を
結
び
直
し
て
い
る
。

問
通
常
非
常
階
段
施
錠
さ
れ
て
い

る
状
態
で
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

乗
降
も
詰
め
て
い
る
か
。

答
災
害
時
鍵
を
開
け
て
対
応
す
る

と
い
う
こ
と
で
ホ
テ
ル
と
調
整
中

で
あ
る
。

問
海
抜
の
低
い
イ
ー
フ
地
区
、
奥

武
島
に
タ
ワ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

検
討
を
。

答
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
必
要
性
も

感
じ
て
い
る
。
イ
ー
フ
地
区
は
民

間
の
建
物
を
活
用
、
奥
武
島
は
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
施
設
整
備

は
財
政
状
況
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

問
タ
ワ
ー
建
設
で
利
用
で
き
る
町

有
地
が
あ
る
か
。

答
具
体
的
な
場
所
土
地
も
含
め
今

後
検
討
す
る
。

問    　

給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
、

価
格
で
折
り
合
い
が

つ
か
な
い
の
か
。

答　

周
辺
と
比
較
し
倍
以

上
の
乖
離
が
あ
る
。

問
周
辺
一
帯
で
配
置
変
え
を
検
討

し
て
い
る
か
。

答
再
度
、
具
志
川
庁
舎
周
辺
の
配

置
計
画
を
検
討
し
た
い
。

問
別
の
地
域
へ
の
建
設
計
画
は
考

え
て
い
な
い
か
。

答
土
地
利
用
計
画

検
討
委
員
会
で
配

置
計
画
を
決
め
た

い
。

問
施
設
建
設
Ｐ
Ｐ

Ｐ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

計
画
や
り
直
さ
な

い
と
い
け
な
い
の

か
。

答
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は

難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
建
設
年
度

は
整
備
手
法
確
定

し
た
ら
前
倒
し
で

で
き
る
よ
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
み

組
み
直
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

問    　

軽
石
の
処
理
、
利
活

用
と
、
仮
置
場
は

答　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
近
く
の
町
有
地

に
仮
置
き

問
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
近
く

に
１
か
所
に
仮
置
き
で
き
る
状
況

か
。　

答
３
０
０
ト
ン
の
量
に
な
り
町
有

地
で
の
保
管
で
き
ず
再
度
場
所
を

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
県
の
関

係
部
局
と
調
整
し
て
い
る
。

問
奥
武
島
の
東
側
に
推
積
し
て
い

る
軽
石
を
早
め
に
回
収
で
き
な
い

か
。
軽
石
の
利
活
用
に
つ
い
て
県

道
、
町
道
建
設
の
骨
材
と
し
て
使

え
な
い
か
。
調
整
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

答
大
潮
の
た
び
増
え
て
い
る
状
況

確
認
し
て
い
る
。
予
算
が
つ
き
次

第
回
収
を
し
た
い
。
海
流
、
風
、

潮
流
が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
合

わ
せ
効
果
的
に
回
収
で
き
る
よ
う

対
応
し
た
い
。

問
４
年
度
本
町
で
日
本
の
渚

１
０
０
選
の
大
会
が
あ
る
。
イ
ベ

ン
ト
に
向
け
て
の
対
策
は
。

答
渚
１
０
０
選
の
総
会
が
４
年
に

あ
る
。
予
定
を
組
ん
で
回
収
作
業

の
調
整
中
で
あ
る
。

棚原 哲也 議員

高所津波避難タワーが必要では問    

緊急指定避難場所を確保してある答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

那覇市の津波避難ビル
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問
全
国
的
に
九
州
、
北
海
道
に
人

気
が
あ
る
と
い
う
。
町
は
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
金
を
増
や
す
取
り
組

み
は
で
き
な
い
か
。

答
本
町
で
は
平
成
29
年
度
よ
り
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
推
進
強
化
に

取
り
組
み
、
創
意
工
夫
し
て
寄
付

額
の
増
加
に
向
け
て
努
め
て
き
た
。

他
に
も
寄
付
金
を
扱
う
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
数
を
昨
年
度
１
社
、
今
年

は
２
社
増
や
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
受
託
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
た
新
規
事
業
者
の
発
掘
、

コ
ラ
ボ
商
品
の
企
画
開
発
、
久
米

島
の
特
色
を
活
か
し
た
新
し
い
定

期
便
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
で
あ
る
。

施
政
方
針
の
内
容
を
問
う

問
町
政
20
周
年
記
念
事
業
は
。　

答
本
年
12
月
に
記
念
式
典
及
び
祝

賀
会
を
開
催
し
町
政
功
労
者
な
ど

の
表
彰
や
大
田
昌
秀
先
生
顕
彰
事

業
の
一
環
と
し
て
記
念
碑
建
立
や

落
成
式
典
を
予
定
し
て
い
る
。

問
農
業
の
振
興
は
。

答
新
規
就
農
は
、
イ
チ
ゴ
や
バ
ナ

ナ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
バ
ニ
ラ
等
沖
縄

で
は
、
比
較
的
生
産
量
が
少
な
く
、

高
価
で
取
引
さ
れ
る
作
物
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
久
米
島
の
農

業
振
興
に
繋
が
る
有
力
な
作
物
と

し
て
沖
縄
県
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
連
携
し
て
振
興
に
努
め
る
。

　
農
家
の
高
齢
化
対
策
と
し
て
は
、

生
産
農
家
の
多
い
、
さ
と
う
き
び

の
機
械
化
を

今
後
も
推
進

し
て
い
く
。

問
林
業
の
振

興
は
。

答
久
米
島
森

林
整
備
計
画

に
基
づ
き
造

林
補
助
事
業

を
活
用
し
将

来
必
要
と
な

る
材
木
等
の

供
給
に
向
け
、

適
切
な
造
林

補
助
が
で
き

る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
観
光
産
業
の
振
興
は
。　

答
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
置
の
効
果
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
む
。

　

楽
天
球
団
の
キ
ャ
ン
プ
実
施
に

つ
い
て
は
楽
天
協
力
会
や
観
光
協

会
等
、
地
元
関
係
機
関
の
ほ
か
、

仙
台
マ
イ
チ
ー
ム
と
も
連
携
し
、

再
び
本
町
に
お
い
て
春
季
キ
ャ
ン

プ
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
球
団
へ

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

問
交
通
の
確
保
は
。

答
高
速
船
の
導
入
の
可
能
性
は
、

航
路
事
業
者
が
実
施
す
る
航
路
改

善
計
画
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て

総
合
的
に
判
断
す
る
。
航
路
事
業

者
の
意
向
や
、
国
、
県
へ
の
許
認

可
事
項
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
今

年
度
実
現
の
可
能
性
は
厳
し
い
も

の
と
考
え
る
。

問
町
長
の
２
期
８
年
を
振
り
返
っ

て答
「
久
米
島
の
再
生
政
策
６
本
の

柱
」
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
の
中
で
も
持
続
可
能
な
社
会
を

構
築
し
、
町
民
に
安
全
安
心
な
町

と
な
り
、
若
者
が
将
来
に
希
望
を

持
ち
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
島

の
持
つ
価
値
を
繋
げ
て
い
く
こ
と

に
も
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
そ

し
て
、
海
洋
深
層
水
取
水
管
の
拡

大
を
是
非
実
現
し
て
欲
し
い
。　

新しい返礼品の掘り起こしに期待

幸地 猛  議員

ふるさと納税寄付金は問    

新しい返礼品の掘り起こしに取り組む答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う



くめじま議会だより No.80　2022（令和4）年6月1日

問
本
町
小
、
中
学
生
、
教
職
員
の

人
数
と
月
額
の
給
食
費
金
額
は
。

答
３
年
度
６
月
１
日
時
点
小
学
生

４
５
０
名
、
中
学
生
２
０
９
名
、

教
職
員
１
２
６
名
。
月
額
給
食

費
、
小
学
生
３
，
６
０
０
円
、
中

学
生
４
，
１
０
０
円
、
教
職
員
４
，

７
０
０
円
、
歳
入
を
材
料
財
源
と

し
、
近
年
は
一
般
財
源
か
ら
も
投

入
し
て
い
る
。

問
県
内
の
給
食
費
無
償
化
自
治
体

は
、
与
那
国
町
、
粟
国
村
、
多
良

間
村
、
渡
名
喜
村
、
嘉
手
納
町
、

宮
古
島
市
、
名
護
市
。
南
風
原
町

は
幼
稚
園
児
の
み
無
料
化
。
嘉
手

納
町
は
生
徒
数
１
，
３
８
０
名
で

予
算
費
は
６
，
６
４
０
万
円
、
宜

野
座
村
、
金
武
町
は
食
材
費
を
負

担
し
給
食
費
の
低
額
に
努
め
て
い

る
現
状
。
今
年
度
は
、
本
部
町
も

無
償
化
の
予
定
。
財
源
の
確
保
に

交
付
金
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
離
島
の
自
治

体
が
多
い
理
由
に
、
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
や
定
住
化
を
目
的
と

し
て
い
る
と
思
う
。
本
町
も
、
財

源
問
題
を
検
討
し
、
今
後
給
食
費

無
料
化
へ
取
り
組
む
べ
き
事
業
だ

と
考
え
る
が
。

答
歳
入
財
源
の
問
題
が
一
番
で
す
。

子
育
て
支
援
と
併
せ
て
助
成
す
る

必
要
と
思
っ
て
お
り
今
後
ふ
る
さ

と
納
税
等
、
活
用
の
仕
方
を
前
向

き
に
検
討
し
支
援
を
行
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

問      

甘
藷
の
基
腐
病
対
策

対
応
の
状
況
と
堆
肥

各
種
の
分
析
は

答  

輪
作
や
苗
消
毒
対
策

被
害
減
少
、
検
査
分

析
研
究
機
関
へ
依
頼

問
九
州
か
ら
四
国
、
静
岡
、
群
馬
、

茨
城
な
ど
11
県
に
拡
大
感
染
報
道

が
あ
る
が
、
本
町
の
現
状
は
。

答
基
腐
病
は
現
在
北
海
道
ま
で
北

上
し
て
お
り
全
国
に
相
当
の
被
害

を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
。

　

甘
藷
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
本

町
で
約
１
，
０
０
０
ト
ン
生
産
さ

れ
て
お
り
、
２
年
度
は
、
３
０
５

ト
ン
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

問
堆
肥
基
準
分
析
と
土
壌
菌
活
用

の
状
況
は
。

答
枯
草
、
バ
カ
ス
を
活
用
し
て
無

農
薬
、
残
留
農
薬
２
６
０
項
目
検

査
を
し
た
が
、
両
方
と
も
不
検
出
。

今
後
有
機
堆
肥
と
し
付
加
価
値
販

売
が
で
き
る
と
思
う
。
久
米
島
土

壌
菌
を
使
っ
た
堆
肥
も
検
査
提
出

準
備
中
。

問    　

山
羊
舎
の
現
状
と
新

規
参
入
業
者
は

答　

新
た
に
山
羊
舎
活
用

問
山
羊
舎
の
現
在
の
状
況
は
。

答
現
在
16
頭
飼
育
中
、
組
合
員
が

活
用
し
て
い
る
。

問
新
規
山
羊
事
業
者

の
進
捗
状
況
は
。

答
新
規
参
入
予
定
業

者
名
は
株
式
会
社
農

業
生
産
法
人
中
小
家

畜
基
礎
医
学
研
究
所

久
米
島
山
羊
牧
場
、
事

務
所
所
在
地
は
奥
武

島
内
、
山
羊
の
放
牧

を
し
て
雌
は
ミ
ル
ク
、

雄
は
肉
活
用
。
山
羊
舎

も
高
床
式
に
し
研
究
。

代
表
者
は
、
静
岡
県

内
在
住
の
獣
医
師
で
、

国
内
外
で
動
物
病
院

を
開
業
し
て
い
る
。
県

内
で
は
、
那
覇
市
と

宮
古
島
市
で
開
業
し

て
い
る
。

東江 浩明 議員

学校給食費現状と今後の対応は問    

無償化に向け財源確保、支援を検討答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

有機農産物が期待される町の堆肥
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問
世
界
の
政
治
情
勢
は
２
極
化

し
、
戦
争
の
道
へ
と
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
台
湾
問
題
だ
。
奄
美
か
ら
与

那
国
の
琉
球
弧
に
ミ
サ
イ
ル
基
地

が
建
設
、
予
定
が
さ
れ
て
い
る
。

鳥
島
射
爆
撃
場
の
実
射
訓
練
も
活

発
が
予
測
さ
れ
る
。

⑴
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
島

の
具
体
的
対
策
と
行
動
は
。

⑵
島
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る

石
棺
を
政
府
に
求
め
る
か
。

⑶
航
空
運
賃
低
減
の
方
策
は
。

答
⑴
は
軍
転
協
に
毎
年
要
請
。
⑵

は
島
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
の

は
現
実
的
で
な
い
。
⑶
民
間
航
空

機
は
迂
回
運
航
の
状
況
で
、
早
期

返
還
を
求
め
る
。

問
⑴
は
何
年
も
前
か
ら
運
転
協
へ

要
請
と
繰
返
し
だ
。
何
度
も
タ
イ

ム
紙
に
報
道
さ
れ
た
米
国
の
公
文

書
を
伝
え
た
が
否
認
。
明
ら
か
に

確
信
犯
だ
。
内
部
被
ば
く
に
つ
い

て
も
故
意
犯
だ
。
⑵
に
つ
い
て
、

故
石
原
慎
太
郎
氏
が
、
沖
ノ
鳥
島

の
珊
瑚
柱
の
周
囲
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
埋
め
て
残
し
た
事
例
。
鳥
島

は
放
射
性
物
質
で
の
環
境
汚
染
は

は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ち
な
み
に

沖
縄
本
島
で
も
ピ
ー
フ
ォ
ア
、
枯

葉
剤
で
汚
染
。
沖
縄
の
健
康
寿
命

を
見
る
と
、
19
年
は
26
位
か
ら
40

位
、
女
性
は
10
位
か
ら
25
位
に
転

落
。
日
本
一
だ
っ
た
長
寿
県
が
。

本
町
の
が
ん
死
者
数
は
７
年
の
35

位
か
ら
10
年
後
の
17
年
に
は
10

位
。
そ
れ
で
も
人
体
に
影
響
な
い

と
言
う
。
疫
学
調
査
も
し
な
い
。

⑶
は
10
何
年
間
も
返
還
を
求
め
る

と
答
弁
。
那
覇
空
港
か
ら
直
行
で

１
０
０
㎞
、
ド
リ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

通
れ
ば
１
５
０
㎞
。
ド
リ
ス
を
解

除
せ
よ
。

　

私
は
故
大
田
昌
秀
先
生
か
ら
、

政
治
を
行
う
な
ら
歴
史
を
知
る
こ

と
だ
と
言
わ
れ
た
。
今
、
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
軍
事
攻
撃
を
し

て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
臆
病
な
国
だ
。

世
界
で
経
済
制
裁
等
を
厳
し
く
す

る
と
、
窮
鼠
猫
を
も
噛
む
の
行
動

に
出
る
。
台
湾
海
峡
有
事
で
心
配

な
の
は
、
琉
球
弧
等
の
ミ
サ
イ
ル

の
長
城
に
加
え
、
安
倍
晋
三
等
が

提
唱
し
て
い
る
米
国
の
核
ミ
サ
イ

ル
配
備
だ
。

問    　

自
然
の
生
き
た
活
用

を

答　

環
境
省
が
調
査
を
行

う

　
問
襟
裳
岬
で
は
、
海
岸
森
林
を
伐

採
し
た
た
め
、
数
十
年
も
昆
布
が

消
滅
す
る
環
境
と
な
っ
た
。

そ
の
環
境
に
長
年
か

け
て
森
林
を
施
し
、

小
川
も
造
っ
た
結
果
、

以
前
の
豊
か
な
昆
布

が
復
活
し
た
。
京
都

舞
鶴
で
も
山
か
ら
の

栄
養
豊
か
な
水
で
豊

か
な
牡
蠣
が
取
れ
た
。

本
町
で
も
河
川
や
海

岸
線
で
同
様
の
自
然

再
生
が
必
要
。
加
え

て
、
国
立
公
園
構
想

の
実
現
も
必
要
。

答
自
然
公
園
法
に
基

づ
き
、
環
境
省
が
調

査
を
行
う
。

問
自
然
を
再
生
す
る

に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
を

含
む
栄
養
豊
か
な
水

を
川
や
海
に
活
用
す
る
。
本
件
に

つ
い
て
も
環
境
省
が
行
う
と
言
う

が
、
国
や
県
に
提
言
す
る
こ
と
も

大
事
。
例
え
ば
、
謝
名
堂
県
道
89

号
線
に
関
し
、
同
僚
の
真
栄
平
議

員
と
県
に
抗
議
し
、「
仲
小
前
を
早

め
に
し
た
い
」
と
の
回
答
を
得
た
。

努
力
す
れ
ば
実
現
可
能
と
言
う
事

例
。

宇江原 総清  議員

鳥島射爆撃場と政治問    

早期返還を要請答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

石積傾斜の銭田川



くめじま議会だより No.80　2022（令和4）年6月1日

問
久
米
島
高
校
前
の
屋
根
付
停
留

所
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

答
南
部
土
木
事
務
所
か
ら
バ
ス

停
上
屋
の
規
模
の
調
整
が
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
組
織
再

編
、
予
算
査
定
等
で
今
年
度
は
厳

し
い
状
況
で
次
年
度
設
置
を
検

討
。

問
危
険
個
所
の
認
識
は
。

答
危
険
な
場
所
と
認
識
し
て
い
る
。

早
急
に
設
置
で
き
る
よ
う
県
と
調

整
を
図
る
。

問    　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

稼
働
状
況
は

答　

厳
し
い
経
営
状
況

問
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
全
体
の
稼
働

状
況
は
。

答
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
施
設

閉
鎖
期
間
２
回
、
94
日
間
の
休
業

が
あ
り
、
４
年
２
月
時
、
１
３
，

７
２
５
名
の
利
用
実
績
で
あ
る
。

問
経
営
が
厳
し
い
と
の
事
で
あ

る
、
実
質
的
な
赤
字
額
は
。

答
３
年
度
途
中
決
算
上
、
約

６
０
０
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。

問
赤
字
額
の
補
填
は
。

答
一
般
財
源
か
ら
の
補
填
の
形
で

あ
る
。

問    　

嘉
儀
山
の
下
水
道
整

備
は

答　

６
年
度
か
ら
整
備

問
嘉
儀
山
へ
の
下
水
道
の
進
捗
状

況
は
。

答
６
年
度
か
ら
嘉
儀
山
向
け
整
備

を
進
め
て
い
く
予
定
。

問
嘉
手
苅
と
儀
間
の
公
共
施
設
の

汚
水
処
理
の
方
法
は
。

答
浄
化
槽
で
の
処
理
に
な
っ
て
い

る
。問    　

町
管
理
漁
港
整
備
計

画
は

答　

漁
港
、
漁
場
整
備
長

期
計
画
を
策
定

問
４
年
度
の
整
備
計
画
は
。

答
町
管
理
漁
港
の
４
年
度
中
の
予

算
が
承
認
さ
れ
て
い
な
い
状

況
か
ら
４
年
度
の
整
備
は
な

い
。

　

今
後
、
次
期
漁
港
、
漁
場

整
備
長
期
計
画
を
策
定
し
事

業
を
推
進
す
る
。

問
廃
船
処
理
の
予
算
化
と
仮

置
き
場
の
確
保
は
。

答
仮
置
き
場
の
協
力
は
で
き

る
と
の
回
答
で
あ
り
、
運
搬

費
用
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問    　

横
領
事
案
の
経

過
は

答　

損
害
金
を
回
収

問
横
領
事
案
の
そ
の
後
の
経
過

は
。

答
給
与
等
の
差
押
え
を
行
い
、
損

害
金
を
回
収
す
る
。

問
回
収
方
法
は
。

答
関
係
者
と
相
談
の
上
、
検
討
す

る
。

問
所
在
の
確
認
は
。

答
住
所
は
把
握
し
て
い
る
が
、
所

在
の
確
認
は
し
て
い
な
い
。

赤嶺 秀德 議員

上屋付バス停の進捗状況は問    

今年度は厳しい答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

整備が求められる儀間漁港

上屋のない久米島高校前バス停
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問
現
在
２
園
で
幼
稚
園
教
育
が

行
わ
れ
て
い
る
。
４
年
度
に
開
園

予
定
の
認
定
こ
ど
も
園
が
延
期
と

な
り
令
和
７
年
度
以
降
の
予
定
に

な
っ
た
。
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

す
る
予
定
の
為
、
幼
稚
園
の
施
設

老
朽
化
や
学
習
環
境
の
要
望
等
に

大
き
な
改
善
等
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
。
今
後
の
認
定
こ
ど
も
園
の
開

園
ま
で
年
数
を
要
す
る
が
現
状
の

課
題
や
現
場
の
声
は
。

答
両
幼
稚
園
施
設
と
も
築
年
数
が

長
く
耐
震
診
断
調
査
を
実
施
す
る

予
定
。
急
を
要
す
る
箇
所
の
要
望

は
上
が
っ
て
な
い
。
職
員
体
制
は

人
材
不
足
に
よ
り
毎
年
人
員
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
幼
稚
園
教

育
の
課
題
は
質
の
向
上
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
両
幼
稚
園
の
職
員
の
配
置
状
況

と
対
応
は
。

答
次
年
度
は
両
園
と
も
ク
ラ
ス
数

プ
ラ
ス
主
任
を
本
務
職
員
で
担
う
。

ヘ
ル
パ
ー
が
３
名
、
足
り
て
な
い

状
況
。
情
報
網
を
巡
ら
せ
努
力
す

る
。

問
幼
稚
園
の
保
護
者
に
と
っ
て

認
定
こ
ど
も
園
は
教
育
面
、
子
育

て
支
援
に
お
い
て
も
期
待
し
て
い

た
。
幼
稚
園
教
育
の
質
の
向
上
と

の
答
弁
が
あ
る
が
、
今
後
は
、
よ

り
保
育
所
、
幼
稚
園
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
。
現
場
の
声
を
聞
き
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

答
認
定
こ
ど
も
園
化
移
行
を
見
据

え
て
保
育
所
と
の
連
携
を
図
り
人

事
交
流
等
や
職
員
研
修
を
行
い
幼

児
教
育
の
共
通
認
識
を
持
つ
。
４

年
度
４
月
よ
り
保
護
者
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
と
教
育
時
間
の
確
保

の
目
的
と
し
て
給
食
を
導
入
す
る
。

問       

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
た
取
り
組
み
は

答   

地
域
活
性
化
に
必
要

な
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
む

問
２
年
に
及
ぶ
イ
ベ
ン
ト
や
地

域
行
事
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
中
止

や
縮
小
は
経
済
の
停
滞
だ
け
で
な

く
島
全
体
の
活
力
が
低
下
し
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
、
地

域
行
事
の
継
続
な
ど
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
等

に
よ
る
人
的
交
流
に
よ
る
町
民
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
行
政
が
先

導
的
な
役
割
を
担
っ
て
行
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
施
策
は
あ
る

か
。　

答
行
政
が
率
先
し
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
が
、
具
体
的
な
方
針
を
示

せ
る
状
況
で
は
な
い
。

問
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
た
関
係

各
位
と
の
協
議
、
意
見
交
換
等
は
。

答
関
係
機
関
と
の
調
整
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
国
、
県
の
イ
ベ
ン
ト

の
指
針
等
が
で
た
場
合
に
関
係
機

関
と
協
議
す
る
。

問
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
適

切
な
感
染
対
策
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

再
開
の
可
能
性
と
町
独
自
の
方
針

は
。

答
経
済
と
地
域
が
疲
弊
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
規
模
ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
は
各
関
係
団
体
と
協
議

し
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

問　

自
治
体
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
。

富永 肇 議員

町立幼稚園の状況は問    

幼稚園教育の質の向上に努める答

老朽化による耐震診断
調査予定の園舎
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問
本
町
の
自
主
財
源
獲
得
の
た
め

今
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
る
。
返
礼
品

と
な
る
地
場
産
業
や
観
光
に
力
を

入
れ
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
課
題
と
考
え
る
。

直
近
５
年
間
の
寄
付
金
額
と
返
礼

品
の
主
な
品
目
は
。

答
平
成
28
年
度
３
０
５
万
円
、
29

年
度
６
，
０
２
９
万
円
、
30
年
度

１
億
３
，
２
９
０
万
円
、
令
和
元

年
度
１
億
６
，
６
８
５
万
円
、
２

年
度
１
億
３
，
７
９
９
万
円
で
あ

る
。
返
礼
品
で
多
く
選
ば
れ
て
い

る
の
が
、
車
エ
ビ
や
マ
ン
ゴ
ー
で

あ
る
。

問
佐
賀
県
上
峰
町
の
寄
付
金
額
は

毎
年
40
億
か
ら
60
億
の
間
で
推
移

し
て
い
る
。
返
礼
品
は
、
主
に
佐

賀
牛
、
お
酒
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ウ

ナ
ギ
な
ど
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト
の
利
用
状
況
を
専
門
業

者
に
依
頼
し
調
査
分
析
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
メ
ル
マ
ガ
配
信
を
定

期
的
に
行
い
町
の
Ｐ
Ｒ
と
返
礼
品

の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
る
。
掲
載

の
工
夫
次
第
で
Ｐ
Ｒ
は
可
能
だ
と

思
う
が
。

答
返
礼
品
を
強
調
し
た
寄
付
者
を

誘
引
す
る
た
め
の
宣
伝
広
告
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
が
、
特
産
品
や
町

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
や
り
方
は
あ
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

習
得
す
る
た
め
に
、
先
進
地
の
担

当
者
を
招
聘
し
て
研
修
会
を
開
催

し
て
は
。

答
上
峰
町
の
担
当
者
に
連
絡
を
し

た
と
こ
ろ
、
お
互
い
の
町
の
発
展

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
上
峯
町
や
、
他
の
自
治
体

と
も
意
見
交
換
し
た
い
。

問    　

歯
科
診
療
所
再
開
の

進
捗
状
況
は

答　

仲
里
歯
科
診
療
所
建

物
の
耐
力
度
調
査
を

実
施

問
調
査
の
結
果
は
い
つ
頃
分
か
る

の
か
。
基
準
に
達
し
て
い
れ
ば
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
改
修
工

事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
基
準
に

達
し
な
い
場
合
は
、
同
じ
場
所
に

新
築
す
る
か
、
別
の
物
件
を
探
し

て
改
築
す
る
の
か
伺
う
。

答
３
月
19
日
ま
で
調
査
の
工
期

に
な
っ
て
い
る
。
結
果
は
業
務
完

了
後
、
終
了
後
に
報
告
を
受
け
る

予
定
。
仮
に
耐
力
度
が
満
た
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
場
所
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
も
含
め
て
改
め
て
検

討
す
る
。

問       「
生
理
の
貧
困
」
の
行

政
支
援
は

答　

配
布
の
方
法
を
検
討

問
１
年
前
に
あ
る
女
性
の
方
か
ら

「
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て
、
１
人

で
も
困
っ
て
い
る
子
が
い
る
と
出

来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。」
と
の
相
談
が
あ
っ

た
。
最
近
の
１
年
間
で
２
小
学

校
、
１
中
学
校
、
高
校
に
生
理
用

品
を
５
パ
ッ
ク
ず
つ
配
布
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
町
婦
人
会
も
こ

の
活
動
に
賛
同
し
寄
付
を
募
っ
て

い
る
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

「
各
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用

品
の
常
備
・
設
置
に
つ
い
て
検
討

を
依
頼
し
て
い
き
た
い
。」
と
あ
る

が
見
解
を
。　

答
寄
贈
団
体
レ
ッ
ド
ボ
ッ
ク
ス

ジ
ャ
パ
ン
を
活
用
し
て
寄
付
を
受

け
た
学
校
は
８
校
中
４
校
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
ト
イ
レ
個
室

へ
の
設
置
は
、
引
き
続
き
学
校
へ

周
知
し
て
い
き
た
い
。

問
「
生
活
困
窮
し
て
い
る
方
や
生

理
用
品
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、

全
て
に
届
け
る
配
布
方
法
を
検
討

す
る
。」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
る
か
。
い
つ
頃
か
ら
実

施
で
き
る
か
。

答
こ
れ
か
ら
財
政
と
の
調
整
を
行

い
十
分
検
討
し
た
上
で
、
よ
い
方

法
が
決
ま
り
次
第
、
実
施
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

問　

生
活
困
窮
者
の
保
護
行
政
に
つ
い
て

新垣 幸子 議員

本町のふるさと納税、改良の余地は問    

事例等も参考に進めていきたい答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

ふるさと納税について説明する
上峰町町長
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問
４
年
度
の
施
政
方
針
の
骨
子

は
。

答
後
期
基
本
計
画
で
掲
げ
た
「
目

指
そ
う
指
標
達
成
に
」
向
け
、
成

果
目
標
な
ど
方
針
と
し
た
。

問
担
い
手
、
人
材
育
成
や
人
材
確

保
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
感
じ
た
。
人

口
減
少
と
ど
う
向
き
合
う
か
。

答
人
口
減
少
は
、
本
町
の
最
重
要

課
題
。
ま
ず
は
人
口
減
少
を
緩
や

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
総
合
計

画
の
指
針
と
個
別
計
画
を
着
実
に

実
行
す
る
。

問
２
次
総
合
計
画
は
残
り
４
年
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
中
で
、
ま
ず
は
緩
や
か
な
減
少

に
す
る
。
そ
し
て
、
第
３
次
総
合

計
画
を
見
据
え
、
残
り
４
年
間
に

取
組
む
べ
き
こ
と
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答
３
年
ご
と
で
は
な
く
毎
年
の
計

画
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
実
施
な
ど
を
行

い
改
善
を
図
る
。

問
町
民
と
現
状
や
将
来
へ
の
危
機

感
を
共
有
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答
そ
れ
も
必
要
。
社
会
情
勢
が
変

化
す
る
な
か
で
、
久
米
島
の
環
境

は
恵
ま
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
問

題
は
重
要
性
を
地
域
に
伝
え
て
い

く
。

問
２
期
目
町
長
の
公
約
達
成
状
況

と
そ
の
見
解
は
。

答
複
合
型
防
災
・
地
域
交
流
拠
点

施
設
ほ
ん
の
も
り
、
納
骨
堂
な
ど

施
設
整
備
を
実
施
。
２
期
目
後
半

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
町
民
の
生
命
や
健
康

対
策
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
。

問    　

人
材
育
成
基
本
方
針

は

答　

次
年
度
中
の
策
定
に

取
組
む

問
第
２
次
総
合
計
画
に
お
け
る
行

政
改
革
大
綱
に
示
さ
れ
た
人
材
育

成
基
本
方
針
の
策
定
状
況
と
具
体

的
な
計
画
は
。　

答
人
材
育
成
方
針
は
平
成
18
年
度

に
策
定
。
人
事
評
価
制
度
の
構
築

や
研
修
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
き

た
。
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
複

雑
多
様
化
す
る
地
域
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
職
員
の
能
力
向
上
に

加
え
、
組
織
力
を
高
め
、
効
率
、

効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
取
組
む

必
要
が
あ
る
。
新
た
な
方
針
策
定

を
４
年
度
中
に
取
組
む
。

問    　

自
治
基
本
条
例
制
定

を

答　

他
自
治
体
の
状
況
等

を
踏
ま
え
検
討

問
北
海
道
ニ
セ
コ
町
で
初
め
て
制

定
さ
れ
た
自
治
基
本
条
例
。
原
則

は
情
報
共
有
と
住
民
参
加
。
こ
れ

か
ら
の
久
米
島
に
必
要
な
も
の
。

地
方
分
権
の
進
展
や
町
民
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
本
町
で
も
自
治
基
本
条
例
制

定
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

答
自
治
基
本
条
例
は
自
治
体
の
基

本
的
の
運
営
の
ル
ー
ル
を
定
め
る

条
例
と
し
て
、
全
国
３
９
７
の
自

治
体
で
策
定
さ
れ
て
い
る
。
制
定

自
治
体
の
状
況
や
町
総
合
計
画
等

の
関
連
を
調
査
、
研
究
し
、
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

吉永 浩 議員

令和 4 年度の施政方針は問    

後期基本計画の指標から答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

ほんのもり外観

納骨堂
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問
本
町
の
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
導
入

の
計
画
は
何
台
か
。

答
現
在
32
台
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

で
、
機
械
の
収
穫
率
が
、
２
年
、

３
年
期
で
55
・
４
％
。
今
後
、
４
、

５
台
入
れ
ば
、
目
標
の
70
％
を
達

成
す
る
と
考
え
る
。
機
械
化
に
向

け
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
機
械
化
が
進
む
中
で
、
農
業
振

興
を
後
押
し
す
る
た
め
に
圃
場
へ

乗
り
入
れ
が
可
能
な
事
業
は
で
き

な
い
か
。

答
計
画
的
に
整
備
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
整
備
計
画
の
中
で
乗
り
入

れ
等
だ
け
の
整
備
が
可
能
な
の
か

再
度
調
査
し
、
検
討
す
る
。

問       

再
任
用
制
度
は

答   

条
例
を
制
定

問
本
町
の
再
任
用
は
何
人
か
。
ま

た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
人
数

は
、
再
任
用
す
る
目
的
、
理
由
は
。

答
再
任
用
職
員
10
名
、
会
計
年
度

任
用
職
員
１
６
６
名
。
再
任
用
制

度
は
、
公
的
年
金
の
支
給
開
始
が

段
階
的
に
65
歳
か
ら
と
な
っ
た
事

か
ら
、
定
年
か
ら
年
金
支
給
ま
で

の
無
収
入
期
間
を
埋
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
は
、
平
成
14
年
に
条
例

を
制
定
し
運
用
し
て
い
る
。

問    　

石
垣
の
崩
落
は

答　

国
庫
補
助
で
検
討
中

問
仲
里
間
切
蔵
元
跡
に
一
部
崩
落

し
た
所
が
あ
る
。
石
垣
修
復
、
石

碑
の
整
備
は
。

答
美
崎
小
学
校
校
門
側
の
石
垣
上

部
の
石
材
、
約
1.5
メ
ー
ト
ル
が
欠

損
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
県
文
化

財
課
が
現
状
を
確
認
し
て
い
る
。

石
垣
修
復
、
石
碑
の
設
置
は
、
国

庫
補
助
事
業
が
可
能
か
検
討
中
で

あ
る
。
修
復
ま
で
の
間
は
、
見
学

者
や
児
童
生
徒
の
安
全
を
優
先
に

対
策
を
講
じ
る
。

喜久村 等 議員

農業振興は問    

取り組んでいく答

一
般
質
問 

　
　 

町
政
の
こ
こ
を
問
う

一部が崩落した仲里間切蔵元跡の石垣

仲里庁舎１階にて一般質問
の様子をテレビモニターで
もご覧いただけます。
定例会日程の詳細はホーム
ページをご覧ください。

6月定例会議会の傍聴へ行こう!!6月定例会議会の傍聴へ行こう!!
定例会は定例会は 6月29日（水）～7月1日（金） 6月29日（水）～7月1日（金） 

開会予定開会予定
※感染症予防の対策を行いながらの傍聴となり、傍聴人数の制限があります。
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　町民と議会をつなぐ架け橋である久米島町議会だより。その議会だより活性化のため、令和 4 年 2 月 24 日
に北谷町議会広報視察研修を行いました。その後、広報委員会にて研修の振り返りと今後についての議論を深
めました。県内でも注目される北谷町
議会広報は、それを作成・編集する議
員の熱意そのものがカタチになってい
ると感じました。良いものや参考にす
べきことはどんどん取り入れ、町民に
喜ばれる議会だよりを目指して、これ
からも委員会として頑張っていきたい
と思います。

● 全ページオールカラーで色合いがよく、文
字も大きくて見やすい。

● 夢の「１人 1 ページ」を実現し、紙面の大
半を占める一般質問は行間もあり読みやす
い。顔写真も動きがあり臨場感を感じる。

● 議案評決を全会一致でなく「全員賛成」と
表記しているのが面白い。

● 編集後記は委員の思いがよく伝わる。広報
委員全員の名前を載せているのは良い

　各町村議会広報委員と広報コンサルタントの先生からくめじま議会だより 77 号のクリニック（診断）
を受けました。

　町民の皆様に親しんで読んでもらえるよう、
表紙のデザインをリニューアルしました！

　今後も改善を重ね、議会の内容を分かり
やすく、興味を持っていただけるように
議会だよりを作成してまいります！

北谷町議会広報視察 広報勉強会

インボイス制度意見交換会 現場調査畳石入り口 現場調査ミーフガー

会議の様子

■ 広報特別委員会
　令和 3 年 9 月定例会において付託のあった「インボイス制度（適格請求書等保存方式）の導入中止を求める
陳情書」については、慎重に審査する必要があることから継続審査となっており、委員会で税務課職員へ依頼
し制度に関する勉強会を行いました。また商工会職員、観光協会職員との意見交換を行い、陳情に関する審議
を行いました。
　また、所管事務調査として「観光地整備に関する現場調査」を行いました。商工会、観光協会から「観光地
整備に関わる提案と要請」が議長あてに提出があったことを受け委員会では、商工観光課長、建設課長同行で
町内 5か所の現場調査を行いました。

■ 建設経済委員会

政務活動費について
　令和 3年 12 月に「議会基本条例」の制定
　令和 4年 1月 1日施行
　議会基本条例第 13 条２項「政務活動費については、別に定める」とある。

　令和２年 11 月に活性化委員会で八重瀬町、中城村、嘉手納町、南風原町、
を視察。（議会基本条例とあわせて）これまで、活性化委員会で 3 回委員
会を開催し、「政務活動費に関する条例、規定、取扱要領」を、視察して
きた 4議会の条例等を照らし合わせて、協議、検討しています。

『政務活動費』とは
　地方議員の調査活動基盤の充実を図るため、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、会派ま
たは議員に対して政務調査費を交付できるよう地方自治法で制度化されている。

＝主な使途として＝
① 研　修　費・・・他団体等の開催する研修会等に参加する経費等々。
② 会　議　費・・・他団体等の開催する意見交換等各種会場への参加に要する経費等々。
③ 調査研究費・・・地方財務等に関する調査研修費。
④ 広報公聴費・・・議員が行う活動について住民に報告するために要する経費並びに住民から町政に対する、  
　　　　　　　　　 要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費等々。　　　　　　　　　
⑤ 要請・陳情活動費・・・陳情活動を行うために必要な経費等々。
⑥ 資料作成費・・・議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費等々。
⑦ 資料購入費・・・議員活動に必要な図書、資料などの購入に要する経費等々。

　本町議会においても、議員の調査研究その他の活動に資するため「政務活動費」の導入を協議しています。

■ 議会活性化特別委員会

活動の様
子を

見てみよ
う！ 

議会って
定例会・臨時会以外では何しているの？ 

委員会  レポート委員会  レポート

〇良い点〇良い点
● 全面カラーで見やすいが、全体的に硬いイ
メージ

● 審議した議案等あっさりした説明になって
いる。もう少し丁寧に説明したほうがいい

● 一般質問がメインすぎて委員会や議会全体
の動きがよく分からない

● 一般質問の質問内容に関する写真のない
ページや答えがない質問もある。統一を。

△改善したい点△改善したい点

くめじま議会だより No.79
2022（令和4）年3月1日

表紙の写真募集します表紙の写真募集します
議会だよりを町民により身近な広報誌とするため、
表紙の写真を募集します。
議会だよりを町民により身近な広報誌とするため、
表紙の写真を募集します。

町内の四季折々の風景、イベント、自治体や学校等の行事などの写真をお寄せ下さい。
※被写体が人物の場合、必ず本人の承諾を得て下さい。
※謝礼はございません。　　　　　　　　               詳しくは議会事務局まで

募集
内容

2022.3.1
No.79

久米島町の人口・世帯数（2021年12月末現在）（2021年12月末現在）

男 4,024人

7,585人計

女 3,561人

3,985世帯

12 月 定 例 会

定例会・臨時会で決まったこと
町政を問う 一般質問

・・・・・・・・・ P14

・・・・・・ P2～13

議会報告会書面開催
行政視察報告
議会の動き・編集後記

・・・・・・・・・ P15～19
・・・・・・・・・・・・・・ P20～21

・・・・・・・・・・・ P22

久米島町議会

総務文教民生委員会行政視察
(長崎県壱岐市 )
総務文教民生委員会行政視察
(長崎県壱岐市 )

令和３年度 議会報告会 書面開催中 !!令和３年度 議会報告会 書面開催中 !!

建設経済委員会行政視察
(高知県室戸市アクアファーム )

建設経済委員会行政視察
(高知県室戸市アクアファーム )
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■令和３年11月 ■■■■■
 
２日・子ども議会本会議
５日・広報委員会
８日・総務文教民生員会
　　・那覇市・南部離島選挙区選出議員との行

政懇談会に議長出席
16日・経済５団体との意見交換会
19日・議員研修会（石垣局長講師、反問権、質問

質疑について等）
　　・全員協議会
24日～27日
　　・常任委員会行政視察（建設経済委員会：高

知県室戸市、岡山県笠岡市）
　　　（総務文教民生委員会：長崎県壱岐市、佐

賀県武雄市、上峰町）
30日・議会運営委員会
　　・海洋深層水に関する調査特別委員会（意

見交換会）
　　・議会活性化委員会

■令和３年12月 ■■■■■

１日・久米島町褒章授与式典に議長出席
７日・議会運営委員会
９日・高校魅力化会議に議長出席
13日・ＲＡＣ金城社長表敬に議長対応
14日・12月定例会
15日・12月定例会
　　・全員協議会
　　・広報委員会
16日・12月定例会
17日・12月定例会
27日・総務文教民生委員会

■令和４年１月 ■■■■■
５日・議会活性化委員会
６日・建設経済委員会
17日・海洋深層水に関する調査特別委員会
　　・議員定数調査委員会
18日・家畜セリ市場初セリセレモニーに議長出席
26日・南部離島町村長議長連絡協議会役員会、

定例会に議長出席

　元久米島町議会議員で、昨年６月に逝去された崎村稔
氏（享年71歳）がこのほど、旭日単光章を受章し、県庁
で叙位叙勲伝達式が行われました。

　崎村氏は、平成6年９月から仲里村（現久米島町）議会議員に初当選して以来、
平成19年11月まで3期13年の永きにわたり議会活動に精励し、町（村）の教育、
文化福祉の向上、経済の発展に精励し、多大な貢献をされました。伝達式には
妻の美佐江さんと三女の加代子さんが出席し、謝花副知事から位記と勲章を受
け取りました。 伝達式に出席された美佐江さん（妻）と

加代子さん（三女）

議員として活躍されて
いた頃の崎村氏

位記、勲章

くめじま議会だより No.80　2022（令和4）年6月1日

久米島町の人口・世帯数（2022年3月末現在）（2022年3月末現在）

男 3,957人 女 3,493人

計 7,456人 3,947世帯

久米島町議会

3 月 定 例 会

定例会・臨時会で決まったこと
島内現場視察
町政を問う 一般質問
委員会レポート
議会の動き・編集後記

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P7
・・・・・・・・・ P8～19

・・・・・・・・・・・・・ P20～21
・・・・・・・・・・・ P22

一般会計予算・予算審査報告

球美中学校入学式

 P2～3
P4～6

2022.6.1
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  3日・議会運営委員会
　　 ・全員協議会
　　 ・臨時議会

  7日・広報委員会
10日・建設経済委員会（現場調査）
17日・沖縄県町村議会議長会定期総会に議長

出席
18日・沖縄県離島振興市町村議長会定期総会

に議長出席
　　 ・全員協議会
22日・議会活性化委員会
24日・広報委員会視察研修
25日・沖縄県市町村議会議員・職員研修会
28日・全員協議会現場調査
　　 ・議会運営委員会

■令和４年３月 ■■■■■
  2日・離島留学生卒業報告会に議長出席
  4日・広報委員会
  7日～10日
　　 ・３月定例会（一般質問）
　　 ・全員協議会

11日・予算審査特別委員会
14日・予算審査特別委員会
17日・大田昌秀顕彰事業役員会に議長出席
18日・建設経済委員会
23日・高速船導入検討委員会建設経済正副委

員長出席
　　 ・JTA山城支店長表敬議長対応
24日・３月定例会（議案審議・閉会）
　　 ・全員協議会

■令和４年４月  ■■■■■
  6日・じんぶん館入寮式・交流会に議長出席
20日・全員協議会
21日・南部離島町村長議長連絡協議会決算監

査に議長出席
      ・ 南部離島町村長議長連絡協議会役員

会、定例会に議長出席
22日・沖縄振興拡大会議に議長出席
26日・臨時議会

表紙の写真募集します表紙の写真募集します
議会だよりを町民により身近な
広報誌とするため、表紙の写真を
募集します。

議会だよりを町民により身近な
広報誌とするため、表紙の写真を
募集します。

「町民の皆さんの顔（人物写真）」「町民の皆さんの顔（人物写真）」今年のテーマは今年のテーマは です。です。

 詳しくは議会事務局まで 詳しくは議会事務局まで

イベント、自治体や学校行事などの写真をお寄せ下さい。
※必ず本人の承諾を得て下さい。
※謝礼はございません。　　　　　　　　 

募集
内容

before after

ねえ

  教えて！
Q 議会では定例会や臨時会のほかにも

委員会活動や議会活動を行っているよ！
A

「議会広報クリニック」に参加しました
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　町民と議会をつなぐ架け橋である久米島町議会だより。その議会だより活性化のため、令和 4 年 2 月 24 日
に北谷町議会広報視察研修を行いました。その後、広報委員会にて研修の振り返りと今後についての議論を深
めました。県内でも注目される北谷町
議会広報は、それを作成・編集する議
員の熱意そのものがカタチになってい
ると感じました。良いものや参考にす
べきことはどんどん取り入れ、町民に
喜ばれる議会だよりを目指して、これ
からも委員会として頑張っていきたい
と思います。

● 全ページオールカラーで色合いがよく、文
字も大きくて見やすい。

● 夢の「１人 1 ページ」を実現し、紙面の大
半を占める一般質問は行間もあり読みやす
い。顔写真も動きがあり臨場感を感じる。

● 議案評決を全会一致でなく「全員賛成」と
表記しているのが面白い。

● 編集後記は委員の思いがよく伝わる。広報
委員全員の名前を載せているのは良い

　各町村議会広報委員と広報コンサルタントの先生からくめじま議会だより 77 号のクリニック（診断）
を受けました。

　町民の皆様に親しんで読んでもらえるよう、
表紙のデザインをリニューアルしました！

　今後も改善を重ね、議会の内容を分かり
やすく、興味を持っていただけるように
議会だよりを作成してまいります！

北谷町議会広報視察 広報勉強会

インボイス制度意見交換会 現場調査畳石入り口 現場調査ミーフガー

会議の様子

■ 広報特別委員会
　令和 3 年 9 月定例会において付託のあった「インボイス制度（適格請求書等保存方式）の導入中止を求める
陳情書」については、慎重に審査する必要があることから継続審査となっており、委員会で税務課職員へ依頼
し制度に関する勉強会を行いました。また商工会職員、観光協会職員との意見交換を行い、陳情に関する審議
を行いました。
　また、所管事務調査として「観光地整備に関する現場調査」を行いました。商工会、観光協会から「観光地
整備に関わる提案と要請」が議長あてに提出があったことを受け委員会では、商工観光課長、建設課長同行で
町内 5か所の現場調査を行いました。

■ 建設経済委員会

政務活動費について
　令和 3年 12 月に「議会基本条例」の制定
　令和 4年 1月 1日施行
　議会基本条例第 13 条２項「政務活動費については、別に定める」とある。

　令和２年 11 月に活性化委員会で八重瀬町、中城村、嘉手納町、南風原町、
を視察。（議会基本条例とあわせて）これまで、活性化委員会で 3 回委員
会を開催し、「政務活動費に関する条例、規定、取扱要領」を、視察して
きた 4議会の条例等を照らし合わせて、協議、検討しています。

『政務活動費』とは
　地方議員の調査活動基盤の充実を図るため、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、会派ま
たは議員に対して政務調査費を交付できるよう地方自治法で制度化されている。

＝主な使途として＝
① 研　修　費・・・他団体等の開催する研修会等に参加する経費等々。
② 会　議　費・・・他団体等の開催する意見交換等各種会場への参加に要する経費等々。
③ 調査研究費・・・地方財務等に関する調査研修費。
④ 広報公聴費・・・議員が行う活動について住民に報告するために要する経費並びに住民から町政に対する、  
　　　　　　　　　 要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費等々。　　　　　　　　　
⑤ 要請・陳情活動費・・・陳情活動を行うために必要な経費等々。
⑥ 資料作成費・・・議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費等々。
⑦ 資料購入費・・・議員活動に必要な図書、資料などの購入に要する経費等々。

　本町議会においても、議員の調査研究その他の活動に資するため「政務活動費」の導入を協議しています。

■ 議会活性化特別委員会

活動の様
子を

見てみよ
う！ 

議会って
定例会・臨時会以外では何しているの？ 

委員会  レポート委員会  レポート

〇良い点〇良い点
● 全面カラーで見やすいが、全体的に硬いイ
メージ

● 審議した議案等あっさりした説明になって
いる。もう少し丁寧に説明したほうがいい

● 一般質問がメインすぎて委員会や議会全体
の動きがよく分からない

● 一般質問の質問内容に関する写真のない
ページや答えがない質問もある。統一を。

△改善したい点△改善したい点

くめじま議会だより No.79
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表紙の写真募集します表紙の写真募集します
議会だよりを町民により身近な広報誌とするため、
表紙の写真を募集します。
議会だよりを町民により身近な広報誌とするため、
表紙の写真を募集します。

町内の四季折々の風景、イベント、自治体や学校等の行事などの写真をお寄せ下さい。
※被写体が人物の場合、必ず本人の承諾を得て下さい。
※謝礼はございません。　　　　　　　　               詳しくは議会事務局まで

募集
内容
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久米島町の人口・世帯数（2021年12月末現在）（2021年12月末現在）

男 4,024人

7,585人計

女 3,561人

3,985世帯

12 月 定 例 会

定例会・臨時会で決まったこと
町政を問う 一般質問

・・・・・・・・・ P14

・・・・・・ P2～13

議会報告会書面開催
行政視察報告
議会の動き・編集後記

・・・・・・・・・ P15～19
・・・・・・・・・・・・・・ P20～21

・・・・・・・・・・・ P22

久米島町議会

総務文教民生委員会行政視察
(長崎県壱岐市 )
総務文教民生委員会行政視察
(長崎県壱岐市 )

令和３年度 議会報告会 書面開催中 !!令和３年度 議会報告会 書面開催中 !!

建設経済委員会行政視察
(高知県室戸市アクアファーム )

建設経済委員会行政視察
(高知県室戸市アクアファーム )
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■令和３年11月 ■■■■■
 
２日・子ども議会本会議
５日・広報委員会
８日・総務文教民生員会
　　・那覇市・南部離島選挙区選出議員との行

政懇談会に議長出席
16日・経済５団体との意見交換会
19日・議員研修会（石垣局長講師、反問権、質問

質疑について等）
　　・全員協議会
24日～27日
　　・常任委員会行政視察（建設経済委員会：高

知県室戸市、岡山県笠岡市）
　　　（総務文教民生委員会：長崎県壱岐市、佐

賀県武雄市、上峰町）
30日・議会運営委員会
　　・海洋深層水に関する調査特別委員会（意

見交換会）
　　・議会活性化委員会

■令和３年12月 ■■■■■

１日・久米島町褒章授与式典に議長出席
７日・議会運営委員会
９日・高校魅力化会議に議長出席
13日・ＲＡＣ金城社長表敬に議長対応
14日・12月定例会
15日・12月定例会
　　・全員協議会
　　・広報委員会
16日・12月定例会
17日・12月定例会
27日・総務文教民生委員会

■令和４年１月 ■■■■■
５日・議会活性化委員会
６日・建設経済委員会
17日・海洋深層水に関する調査特別委員会
　　・議員定数調査委員会
18日・家畜セリ市場初セリセレモニーに議長出席
26日・南部離島町村長議長連絡協議会役員会、

定例会に議長出席

　元久米島町議会議員で、昨年６月に逝去された崎村稔
氏（享年71歳）がこのほど、旭日単光章を受章し、県庁
で叙位叙勲伝達式が行われました。

　崎村氏は、平成6年９月から仲里村（現久米島町）議会議員に初当選して以来、
平成19年11月まで3期13年の永きにわたり議会活動に精励し、町（村）の教育、
文化福祉の向上、経済の発展に精励し、多大な貢献をされました。伝達式には
妻の美佐江さんと三女の加代子さんが出席し、謝花副知事から位記と勲章を受
け取りました。 伝達式に出席された美佐江さん（妻）と

加代子さん（三女）

議員として活躍されて
いた頃の崎村氏

位記、勲章

くめじま議会だより No.80　2022（令和4）年6月1日

久米島町の人口・世帯数（2022年3月末現在）（2022年3月末現在）

男 3,957人 女 3,493人

計 7,456人 3,947世帯

久米島町議会

3 月 定 例 会

定例会・臨時会で決まったこと
島内現場視察
町政を問う 一般質問
委員会レポート
議会の動き・編集後記

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P7
・・・・・・・・・ P8～19
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・・・・・・・・・・・ P22

一般会計予算・予算審査報告

球美中学校入学式
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議会の
うごき ■令和４年２月 ■■■■■

  3日・議会運営委員会
　　 ・全員協議会
　　 ・臨時議会

  7日・広報委員会
10日・建設経済委員会（現場調査）
17日・沖縄県町村議会議長会定期総会に議長

出席
18日・沖縄県離島振興市町村議長会定期総会

に議長出席
　　 ・全員協議会
22日・議会活性化委員会
24日・広報委員会視察研修
25日・沖縄県市町村議会議員・職員研修会
28日・全員協議会現場調査
　　 ・議会運営委員会

■令和４年３月 ■■■■■
  2日・離島留学生卒業報告会に議長出席
  4日・広報委員会
  7日～10日
　　 ・３月定例会（一般質問）
　　 ・全員協議会

11日・予算審査特別委員会
14日・予算審査特別委員会
17日・大田昌秀顕彰事業役員会に議長出席
18日・建設経済委員会
23日・高速船導入検討委員会建設経済正副委

員長出席
　　 ・JTA山城支店長表敬議長対応
24日・３月定例会（議案審議・閉会）
　　 ・全員協議会

■令和４年４月  ■■■■■
  6日・じんぶん館入寮式・交流会に議長出席
20日・全員協議会
21日・南部離島町村長議長連絡協議会決算監

査に議長出席
      ・ 南部離島町村長議長連絡協議会役員

会、定例会に議長出席
22日・沖縄振興拡大会議に議長出席
26日・臨時議会

表紙の写真募集します表紙の写真募集します
議会だよりを町民により身近な
広報誌とするため、表紙の写真を
募集します。

議会だよりを町民により身近な
広報誌とするため、表紙の写真を
募集します。

「町民の皆さんの顔（人物写真）」「町民の皆さんの顔（人物写真）」今年のテーマは今年のテーマは です。です。

 詳しくは議会事務局まで 詳しくは議会事務局まで

イベント、自治体や学校行事などの写真をお寄せ下さい。
※必ず本人の承諾を得て下さい。
※謝礼はございません。　　　　　　　　 

募集
内容

before after

ねえ

  教えて！
Q 議会では定例会や臨時会のほかにも

委員会活動や議会活動を行っているよ！
A

「議会広報クリニック」に参加しました



久米島町の人口・世帯数（2022年3月末現在）（2022年3月末現在）

男 3,957人 女 3,493人

計 7,456人 3,947世帯

久米島町議会

3 月 定 例 会

定例会・臨時会で決まったこと
島内現場視察
町政を問う 一般質問
委員会レポート
議会の動き・編集後記
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議会の
うごき ■令和４年２月 ■■■■■

  3日・議会運営委員会
　　 ・全員協議会
　　 ・臨時議会

  7日・広報委員会
10日・建設経済委員会（現場調査）
17日・沖縄県町村議会議長会定期総会に議長

出席
18日・沖縄県離島振興市町村議長会定期総会

に議長出席
　　 ・全員協議会
22日・議会活性化委員会
24日・広報委員会視察研修
25日・沖縄県市町村議会議員・職員研修会
28日・全員協議会現場調査
　　 ・議会運営委員会

■令和４年３月 ■■■■■
  2日・離島留学生卒業報告会に議長出席
  4日・広報委員会
  7日～10日
　　 ・３月定例会（一般質問）
　　 ・全員協議会

11日・予算審査特別委員会
14日・予算審査特別委員会
17日・大田昌秀顕彰事業役員会に議長出席
18日・建設経済委員会
23日・高速船導入検討委員会建設経済正副委

員長出席
　　 ・JTA山城支店長表敬議長対応
24日・３月定例会（議案審議・閉会）
　　 ・全員協議会

■令和４年４月  ■■■■■
  6日・じんぶん館入寮式・交流会に議長出席
20日・全員協議会
21日・南部離島町村長議長連絡協議会決算監

査に議長出席
      ・ 南部離島町村長議長連絡協議会役員

会、定例会に議長出席
22日・沖縄振興拡大会議に議長出席
26日・臨時議会

表紙の写真募集します表紙の写真募集します
議会だよりを町民により身近な
広報誌とするため、表紙の写真を
募集します。

議会だよりを町民により身近な
広報誌とするため、表紙の写真を
募集します。

 町民の皆さんの顔（人物写真） 町民の皆さんの顔（人物写真）今年のテーマは今年のテーマは です。です。

 詳しくは議会事務局まで 詳しくは議会事務局まで

イベント、自治体や学校行事などの写真をお寄せ下さい。
※必ず本人の承諾を得て下さい。
※謝礼はございません。　　　　　　　　 
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内容
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教
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ら
の
新
た
な
旅
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を
見
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ろ
う
と
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徒
や
保
護
者

の
姿
が
多
く
み
ら
れ
、
感
謝
の

言
葉
が
入
っ
た
横
断
幕
も
あ
り
、

姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を

振
っ
て
い
ま
し
た
。
寂
し
さ
も

つ
か
の
間
、
４
月
に
入
る
と
職

員
や
生
徒
が
新
た
な
先
生
を
笑

顔
で
出
迎
え
て
い
ま
す
。
離
島

な
ら
で
は
の
光
景
で
す
ね
。

　
４
月
よ
り
議
会
事
務
局
も
新

た
な
体
制
に
な
り
、
よ
り
活
発

な
議
会
運
営
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
広
報
委
員
会
と
事
務
局

職
員
が
一
緒
に
議
会
だ
よ
り
の

企
画
、
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
す
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
？　

読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の

作
成
と
、
町
民
の
声
な
ど
も
掲

載
し
、
身
近
な
町
議
会
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
感
想
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（

富
永　
肇
議
員
）

広
報
委
員

棚　
原　
哲　
也

赤　
嶺　
秀　
德

宇
江
原　
総　
清

真
栄
平　
建　
正

富　
永　
　
　
肇

編

集

後

記




